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何度も訪ね、そ 度、南 島々のスポーツシーンを目にしてきたが、その姿は、 「のどか」 ひと とに集約される。赤道直下のキリバスでは、輪切りにしたドラム缶コンクリートを流し込んで作ったバーベルを、いとも簡単に持ち上げる女性ウェイトリフターの姿に驚かされた。太平洋の島々に住まう人々の太い腕に秘められたパワーが、我々日本人とは全く比べ物にならないことは、その後年トンガやフィジーで町を歩いている際、ふらりと立ち寄ったジムでも思い知らされた。彼らが笑いながら軽々と持ち上げるおもりは、私が力いっぱい持ち上げようとし
てもびくともしなかった。　
そういう彼らのパワーが活かさ
れるスポーツの定番が、ラグビーに代表されるフットボールである。この地域の競技場のほ んどには、その両端に高々とゴ ルがそびえたっている。こ に加え、サカーゴールがそのそばに置かれていることも多く、また、深緑のフィールドの真ん中に芝が刈り取られた砂場があ たりする。これはクリケットで投手と打者が対戦するピッチであ 。　
スポーツ社会学の大家、アレ
ン・グットマンは、人類の身体文化を伝統スポーツと近代スポーツに大別した。そしてジョセフ・マグワイアは、規格化されたポーツは、産業化の波に乗り、はじめ「帝国」の文化事象と イギリスから世界各地に広がり、ついで商業主義と結びついたアメリカ発のそれが世界中に普及して
いったとする。彼らの論をもとに、オセアニア、とくに太平洋諸島のスポーツを俯瞰 れば、大英帝国発のフットボールやクリケットは普及したものの、その後、マーケットとして 魅力の乏しさからアメリカンスポーツはついに ってこなかった 考えることもできる。バレーボールやバスケットは現地でもプレーされるが、やはりその人気はフットボール、クリケットにはかなわ い。●太平洋のど真ん中、ツバル　
ツバル、といえば、地球温暖化
による海水面の上昇 より消滅が危惧されている島国である。南太平洋にあるこの島嶼国へは、地域の「大国」 、フィジーから 週二便の小型機しか足がな 。この地理的な条件は、この国をあ 意味現代文明から隔絶させており、首都フナフチでもいまだ人々は伝統の色濃く残った生活を営んでいる。　
もちろん、この国にも携帯電話























になる）の間を走って往復を繰り返し、得点を稼ぐのだが、ツバル・クリケット 場合、打撃後は、二人の打者（クリケットの場合、打者＝バッツマンは両方 ウィケット上にいる）が走 代わりにフィールドの端にいる二人の男が、長い竿を半円状 往復させることにより、得点をカウントす 写真４） 。また、どんなボールでも基本的 打ち返さなければならないこの競技では、ボウラ （投手）は、打者が しにくいよう、ボールをバッツマンの手前で
ワンバウンドさせるのが多いのだが、ここではむしろ、ボールをバウンドさせず、打者が打ちやすいような球を投げることが多い。　
また、独特のボールゲームもあ
る。彼らが「トラディショナル・ゲーム」とい その競技の名 、アノ、またはアヌという。地元民の話では、主島フナフチ 北西四六〇キロにあ 離島、ナヌマンガ発祥の競技らしい。その昔、島王の崩御の際に、その王の頭部を民衆がボール代わり して海に向かってトスしあい、海水で清め、再びそれを浜から海へトスで運ぶという儀式が行われて たことに由来するという。にわかには信じがたい話だが、 「死」というもに対する捉え方が現在とは大きく違った時代には、そう こ が行われていたとしても不思議でないかもしれない。伝統スポーツが近代スポーツに変容する際、その暴力性が軽減さ るこ すでに多くの研究者が指摘してことだが、この古い儀式が由来だというこの「トラディショナル・ゲーム」もまた 西洋文明との接触により暴力性を取り除かれているようである。　
競技は二つのボールを使って行























と土曜にみたが、土曜は午前中にクリケット、午後にこのゲームが行われ、すべてのプログラム 終わった後は、負けた方に罰ゲームが課されていた。勝った方 敗軍のなかから何人かを、両軍が相まみえ座っている間に順次引きずり出し、匍匐前進させたり、男性にシャツを脱 せ、それを胸に巻






と、商業化したスポーツの世界にどっぷりと浸かった私などは、ついつい、彼らのパワーを相撲やラグビーに活かしたらビッグマネが転がり込んでくる では、などと思ってしまう。スポーツがすっかり商業主義に浸りきった現在、その技能は富へのツール 化している。そのため、アスリートの越境は年々その数を増して る ある意味それは近代スポーツ 行きついた先の姿な だろう 人類
が、労働と余暇の明確な区別を行うようになった近代を迎えた時に、余暇を楽しむ手段として生み出したスポーツ 「労働」へと変質してしまった今 グローバル化する近代社会から隔絶されたこの南太平洋の孤島に、 「余暇」としてのスポーツの原点が残されていることに、私はある種のアイロニーを感じてしまう。　
この島嶼国家は、この三月にバ
ヌアツ 襲った巨大サイクロン被害を受けたという。ツバル人々の無事を祈ると もに、あのどかなスポー シーンが、今後も続いていくこと 心から願う。（いしはら
　
とよかず／
アフリカ
学会会員）＊
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